
日
本
の
心
を
伝
統
の
技
術
に
託
す

新
作
カ
タ
ロ
グ

令
和
四
年
度

の

甲
冑

鷹
の
羽
前
立
之
鎧 

﹇
七
・
十
号
﹈

櫃
入

た
か

ま
え

た
て

の

よ
ろ
い

は

弊社製品は全てPL法を順守の上、PL保険の対象品です。
※このカタログに掲載の商品の色は、印刷のため実物と異なる場合がありますので、予めご了承ください。

類似品にご注意ください



1令和四年度　新作カタログ

ご
挨
拶

令和四年度 販促活動のご案内
謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
このたび弊社の令和四年度版 新作カタログが完成しましたので、
お送りさせていただきます。
おかげ様で、今年も長年研究を重ねてまいりました作品を
送り出すことができました。

新作の「鎧」「兜」ともに逞しく力強いものや、装いを新たにブレスレット
付きのものを用意いたしました。忠保だからこそ届けられる想いや伝
統技術を製品に託し、熱き念いを皆様のもとへお届けいたします。

いずれの製品も部品の組立て・組換えにより、貴店オリジナルとして
ご提供させていただくことも可能です。
弊社製品は独自の手法と精緻な技術を駆使し、真摯に取り組んだ
作品として必ずや皆様のご期待に添えるものと確信しております。
何卒旧年と変わらずのお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

末筆ながら貴店の一層のご繁栄を心よりお祈り申し上げます。

謹白

株式会社 大越忠製作所
代表取締役 大越保広



目
次

2 令和四年度　総合カタログ

新
作
カ
タ
ロ
グ
　
目
次

新
作
カ
タ
ロ
グ
　
目
次

令
和
四
年
度

令
和
四
年
度鎧鎧

櫃
入 

藤
色
中
白
威
之
大
鎧 

［ 

五
号 

］
・
・・ 

３

沢
潟
威 

錆
朱
沢
潟
威
之
大
鎧 

［ 

五
号 

］

沢
潟
威 

浅
葱
沢
潟
威
之
大
鎧 

［ 

五
号 

］

櫃
入 

鷹
の
羽
前
立
之
鎧 

［ 

七
・
十
号 

］

櫃
入 

三
日
月
前
立
之
鎧 

［ 

七
・
十
号 

］
・
・・ 

４

櫃
入 

六
文
銭
前
立
之
鎧 

［ 

七
・
十
号 

］

櫃
入 

日
輪
と
三
日
月
前
立
之
鎧 

［ 

七
・
十
号 

］

櫃
入 

愛
の
字
前
立
之
鎧 

［ 

七
・
十
号 

］

奉
納
鎧 

桜
丸
（
奉
納
型
） ［ 

豆
鎧 

］
・・・・・ 

5

奉
納
鎧 

白
丸
（
奉
納
型
） ［ 

豆
鎧 

］

奉
納
鎧 

緑
丸
（
奉
納
型
） ［ 

豆
鎧 

］

敷
目 

天
下 

［ 

七
・
十
号 

］

兜兜

櫃
入 
藤
色
中
白
威
之
兜 

［ 

七
号 

］
・・・・・・ 

７

櫃
入 

緑
中
白
威
之
兜 

［ 

七
号 

］

櫃
入 

水
色
中
白
威
之
兜 

［ 

七
号 

］

櫃
入 

豊
楽 

［ 

七
号 

］

叶
え
忍
び
緒 

至
高 

［ 

七
号 

］
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

８

櫃
入 

鷹
の
羽
前
立
之
兜 

［ 
七
号
・
十
号 

］

櫃
入 

三
日
月
前
立
之
兜 

［ 

七
号
・
十
号 
］

櫃
入 

六
文
銭
前
立
之
兜 

［ 

七
号
・
十
号 

］

櫃
入 

日
輪
と
三
日
月
前
立
之
兜 

［ 

七
号
・
十
号 

］

・

 

９

櫃
入 

愛
の
字
前
立
之
兜 

［ 

七
号
・
十
号 

］

豆
か
ぶ
と

豆
か
ぶ
と

櫃
入 

桜
丸 

［ 

豆
か
ぶ
と 

］
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9

櫃
入 

白
丸 

［ 

豆
か
ぶ
と 

］

櫃
入 

緑
丸 

［ 

豆
か
ぶ
と 

］

端
午
の
節
句
と
流や
ぶ
さ
め
鏑
馬

端
午
の
節
句
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
風
習
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
初
め
は
息
災
を
祈
る
た
め
の
行
事
だ
っ
た
よ
う
で
、「
端
」

は
は・

じ・

め・

を
表
わ
し
「
午う
ま

」
は
午
の
日
─
─
午
と
五
の
音
が
同

じ
こ
と
か
ら
五
日
を
端
午
の
日
と
し
、五
月
に
限
ら
ず
奇
数
月

に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
奈
良
時
代
に
は
す
で
に
五
日
節せ
ち

会え

と
し
て
、
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
端
午
の
節
会

が
男
の
節
句
と
な
っ
た
の
は
、
節
会
の
後
に
行
わ
れ
る
騎う
ま

射ゆ
み
の

催
し
や
、
流
鏑
馬
の
催
し
が
宮
中
の
恒
例
行
事
に
な
っ
た
頃
か

ら
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
外
か
ら
家
の
中
へ

端
午
の
節
句
に
飾
る
菖
蒲
が
「
尚
武
」
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

鎌
倉
時
代
以
降
、い
っ
そ
う
発
展
し
徳
川
幕
府
と
な
っ
て
か
ら

は
、五
節
句
（
一
月
七
の
七
種
節
供
・
三
月
三
日
の
桃
節
供
・
五

月
五
日
の
菖
蒲
節
供
・
七
月
七
日
の
七
夕
祭
・
九
月
九
日
の
菊

節
供
）の
一
つ
と
し
て
厳
粛
な
儀
式
が
行
わ
れ
武
家
で
は
旗
・

幟
、
差
物
、
吹
流
し
な
ど
を
屋
外
に
飾
り
立
て
て
祝
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
町
人
の
間
で
は
旗
差
物
を
立
て
る
こ
と
は
許
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
代
わ
り
に
鍾し
ょ
う
き馗
や
武
者
絵
を
描

い
た
幟
を
立
て
、
吹
流
し
の
代
わ
り
に
は
、
鯉
の
形
を
吹
貫
き

と
す
る
こ
と
を
考
え
だ
し
て
、
大
人
も
子
供
も
賑
や
か
に
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。や
が
て
、
外
飾
り
だ
け
で
な
く
、
家
の
中
へ
武

者
人
形
や
座
敷
幟
な
ど
を
飾
る
風
習
が
定
着
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
伝
統
あ
る
行
事
は
、
時
を
重
ね
る
と
と
も
に
い
つ
の

時
代
に
も
男
児
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
祭
と
し
て
、
盛
大
に

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
七
月
よ
り
五
月
五

日
は『
こ
ど
も
の
日
』と
し
て
国
民
の
祝
日
と
な
り
、ま
す
ま
す

隆
盛
を
極
め
て
き
て
い
ま
す
。

知
性
、仁
徳
、勇
気
は
忠
保
の
願
い

戦
国
時
代
、
智
、
仁
、
勇
の
三
徳
を
そ
な
え
た
武
将
は
、
武
士

の
理
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
ま
た
、
忠
保
の
願
い
で
も
あ

り
ま
す
。
知
恵
賢
く
て
心
広
や
か
な
も
の
の
ふ
の
よ
う
に
、
知

性
と
仁
徳
と
勇
気
を
そ
な
え
て
健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
─

─
五
月
の
ま
ば
ゆ
い
ま
で
の
陽
光
の
よ
う
に
、い
つ
ま
で
も
輝

き
続
け
て
ほ
し
い
…
。
お
子
様
の
雄
々
し
い
ご
成
長
へ
の
祈
り

で
も
あ
る
の
で
す
。

智
、仁
、勇 

─
─ 

忠
保
の
甲
冑
縁
起



3令和四年度　新作カタログ

｜
櫃
入
｜

新
作

藤
色
中
白
威
之
大
鎧
／
錆
朱
沢
潟
威
之
大
鎧
／
浅
葱
沢
潟
威
之
大
鎧
／
鷹
の
羽
前
立
之
鎧

号数 間口 奥行 高さ 高さ（鉢まで）
7 37 42 59 52
10 43 50 70 64

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●威し佩楯　●紗張り京櫃
ブレスレット付き

●極細小札　●紗張り京櫃
●二重忍び緒

号数 間口 奥行 高さ 高さ（鉢まで）
5 32 36 49 42

｜
沢
潟
威
｜

新
作

｜
沢
潟
威
｜

新
作浅あ

さ

ぎ葱
沢お

も

潟だ
か

威お
ど
し

之の

大お
お

鎧よ
ろ
い 

［
五
号
］

●極細小札　●紗張り京櫃
●二重忍び緒

号数 間口 奥行 高さ 高さ（鉢まで）
5 32 36 50 42

錆さ
び

朱し
ゅ

沢お
も

潟だ
か

威お
ど
し

之の

大お
お

鎧よ
ろ
い 

［
五
号
］

号数 間口 奥行 高さ 高さ（鉢まで）
5 32 36 49 42

●極細小札　●紗張り京櫃
●二重忍び緒

藤ふ
じ

色い
ろ

中な
か

白し
ろ

威お
ど
し

之の

大お
お

鎧よ
ろ
い 

［
五
号
］

写
真
は
十
号

｜
櫃
入
｜

新
作鷹た

か

の
羽は

前ま
え

立た
て

之の

鎧よ
ろ
い 

［
七
・
十
号
］



4 令和四年度　新作カタログ
表示寸法単位：cm

新
作愛あ

い

の
字じ

前ま
え

立た
て

之の

鎧よ
ろ
い 

［
七
・
十
号
］

｜
櫃
入
｜

日に
ち
り
ん輪
と
三み

か

づ

き

日
月
前ま

え

立た
て

之の

鎧よ
ろ
い 

［
七
・
十
号
］

｜
櫃
入
｜

新
作

三
日
月
前
立
之
鎧
／
六
文
銭
前
立
之
鎧
／
日
輪
と
三
日
月
前
立
之
鎧
／
愛
の
字
前
立
之
鎧

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●威し佩楯　●紗張り京櫃
ブレスレット付き

六ろ

く

も

ん

せ

ん

文
銭
前ま

え

立た
て

之の

鎧よ
ろ
い 

［
七
・
十
号
］

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●威し佩楯　●紗張り京櫃
ブレスレット付き

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●威し佩楯　●紗張り京櫃
ブレスレット付き

●矧ぎ合せ鉢　●六文銭前立
●威し佩楯　●紗張り京櫃
ブレスレット付き

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 37 42 59 53
10 43 50 74 65

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 37 42 54 53
10 43 50 66 65

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 37 42 57 53
10 43 50 70 65

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 37 42 66 53
10 43 50 78 65

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

新
作

新
作 三み

か

づ

き

日
月
前ま

え

立た
て

之の

鎧よ
ろ
い 

［
七
・
十
号
］

写
真
は
十
号

写
真
は
十
号

写
真
は
十
号

写
真
は
十
号



5令和四年度　新作カタログ

桜
丸
／
白
丸
／
緑
丸
／
天
下

白し
ろ

丸ま
る

（
奉
納
型
） 

●御鎧●御鎧

●御鎧
●正絹敷目威　●矧ぎ合せ鉢
●威し佩楯　●紗張り京櫃

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
豆 14 12 29 24

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
豆 14 12 29 24

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
豆 14 12 29 24

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 37 42 58 53
10 43 50 72 65

｜
奉
納
鎧
｜

新
作 桜さ

く
ら

丸ま
る

（
奉
納
型
） 

緑み
ど
り

丸ま
る

（
奉
納
型
） 

天て
ん

下か 

［
七
・
十
号
］ 

｜
奉
納
鎧
｜

新
作

｜
奉
納
鎧
｜

｜
敷
目
｜

新
作

新
作



6 令和四年度　新作カタログ
表示寸法単位：cm



7令和三年度　新作カタログ

藤
色
中
白
威
之
兜
／
緑
中
白
威
之
兜
／
水
色
中
白
威
之
兜
／
豊
楽

●極細小札　
●星植え鉢
●紗張り京櫃

●極細小札　
●星植え鉢
●紗張り京櫃

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 35 30

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 36 30

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
5 26 23 36 30

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 35 30

藤ふ
じ

色い
ろ

中な
か

白し
ろ

威お
ど
し

之の

兜か
ぶ
と 

［
七
号
］

水み
ず

色い
ろ

中な
か

白し
ろ

威お
ど
し

之の

兜か
ぶ
と 

［
七
号
］

緑み
ど
り

中な
か

白し
ろ

威お
ど
し

之の

兜か
ぶ
と 

［
七
号
］

豊ほ

う

ら

く楽 

［
五
号
］

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

新
作

新
作

新
作

新
作

●極細小札　
●星植え鉢
●紗張り京櫃

●極細小札　●星植え鉢
●紗張り京櫃



8 令和四年度　新作カタログ
表示寸法単位：cm

至
高
／
鷹
の
葉
前
立
之
兜
／
三
日
月
前
立
之
兜
／
六
文
銭
前
立
之
兜

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 37 30
10 32 28 43 37

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 31 30
10 32 28 38 37

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 39 30

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 38 30
10 32 28 46 37

至し

高こ
う 

［
七
号
］

三み

日か

月づ
き

前ま
え

立た
て

之の

兜か
ぶ
と 

［
七
号
・
十
号
］

鷹た
か

の
羽は

前ま
え

立た
て

之の

兜か
ぶ
と 

［
七
号
・
十
号
］

六ろ
く

文も
ん

銭せ
ん

前ま
え

立た
て

之の

兜か
ぶ
と 

［
七
号
・
十
号
］

｜
叶
え
忍
び
緒
｜

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

新
作

新
作

新
作

新
作

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●紗張り京櫃
ブレスレット付き

●矧ぎ合せ鉢　●六文銭前立
●紗張り京櫃
ブレスレット付き

●星植え鉢　●紗張り京櫃
●叶え忍び緒

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●紗張り京櫃
ブレスレット付き

写
真
は
十
号

写
真
は
十
号

写
真
は
十
号



9令和四年度　新作カタログ

日
輪
と
三
日
月
前
立
之
兜
／
愛
の
字
前
立
之
兜
／
豆
か
ぶ
と
（
桜
丸
・
白
丸
・
緑
丸
）

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●紗張り京櫃
ブレスレット付き

●矧ぎ合せ鉢　●真鍮前立
●紗張り京櫃
ブレスレット付き

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 43 30
10 32 28 53 37

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
7 26 23 34 30
10 32 28 43 37

号数 間口 奥行 高さ 高さ（八幡座まで）
豆 18 12 22 19

日に
ち

輪り
ん

と
三み

日か

月づ
き

前ま
え

立た
て

之の

兜
か
ぶ
と 

［
七
号
・
十
号
］

豆ま
め

か
ぶ
と

愛あ
い

の
字じ

前ま
え

立た
て

之の

兜か
ぶ
と 

［
七
号
・
十
号
］

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

｜
櫃
入
｜

新
作

新
作

新
作

●御兜

桜さ
く
ら
ま
る丸

白し
ろ

丸ま
る

緑み
ど
り
ま
る丸



10 令和四年度　新作カタログ
表示寸法単位：cm

腹
巻
・
胴
丸

　
古
代
の
甲
冑
は
埴
輪
に
よ
って
偲
ぶ
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
が
、大
鎧
は
平
安
時
代
に
入
っ
て
武

士
が
興お
こ
る
と
共
に
、武
将
が
着
用
し
た
晴
れ
の
第

一式
装
と
し
て
、実
用
と
意
匠
の
両
面
に
お
い
て
、

日
本
独
特
の
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。騎
馬
に
よ

る
射
戦
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、馬
上
で
の
活
動

を
自
由
に
し
、鞍
の
上
で
安
定
を
図
る
た
め
、ど

っ
し
り
と
し
た
草
摺（
く
さ
ず
り
）を
つ
け
、兜
は

眉
庇（
ま
び
さ
し
）が
大
き
く
垂
れ
て
顔
を
覆
う

な
ど
、弓
矢
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
は
ら

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、戦
い
の
形
態
が
変
わ
る
と
、重
い
大
鎧

か
ら
、軽
快
な
胴
丸
を
着
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
改
良
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

情
念
の
凝
集　

日
本
の
甲
冑「
大
鎧
」

情
念
の
凝
集　

日
本
の
甲
冑「
大
鎧
」

　
騎
馬
用
の
大
形
の
大
鎧
に
対
し
て
、小
型
で
足

ば
き
を
考
え
て
草
摺
を
細
分
し
た
、徒
歩
用
の

武
具
に
腹
巻
と
胴
丸
が
あ
り
ま
す
。

　
胸
か
ら
腹
部
に
掛
け
て
、正
面
だ
け
を
覆
っ
た

様
式
と
、こ
れ
を
さ
ら
に
背
後
に
の
ば
し
背
面
中

央
で
引
き
合
わ
せ
た
様
式
が
あ
り
、兜
は
必
要

に
応
じ
て
筋
兜
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
四
世
紀
に
な
り
、騎
兵
に
不
都
合
な
山
岳

戦
や
打
物（
刀
や
な
ぎ
な
た
）の
合
戦
が
盛
ん
に

な
る
と
、武
将
た
ち
も
、よ
り
軽
快
な
胴
丸
を
着

用
す
る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
改
良
が
重
ね
ら
れ

ま
し
た
。

情
念
の
凝
集　

日
本
の
甲
冑「
腹
巻・胴
丸
」

情
念
の
凝
集　

日
本
の
甲
冑「
腹
巻・胴
丸
」

大
鎧

時代考証の入念さと匠の技時代考証の入念さと匠の技

忠保の甲冑が、常に安定した高い評価をいただい
ているのは、経験に裏打ちされた技の確かさ、甲冑
づくりに取り組む真摯な情熱など、その智と技と心
のすべてを傾注し、甲冑づくりに徹しているからに
他なりません。

とりわけ、時代考証の入念さは常に他の追随を許
さず、膨大な資料を調べ、細部にわたって検証・検
討し、でき得る限りの情報を甲冑づくりに反映させて
おります。

忠保の甲冑には、飽くなきこだわりがすみずみに
光っております。
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※
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
の
商
品
の
色
は
、印
刷
の
た
め
実
物
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
心
を
伝
統
の
技
術
に
託
す

新
作
カ
タ
ロ
グ

令
和
四
年
度

の

甲
冑

鷹
の
羽
前
立
之
鎧 
﹇
七
・
十
号
﹈

櫃
入

た
か

ま
え

た
て

の

よ
ろ
い

は

※
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
の
商
品
の
色
は
、印
刷
の
た
め
実
物
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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